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本稿は、附属学校園の協働研究の歩みをまとめた筆者の 3 つの報告（注 1）を踏まえて、平成 22 年度に取り
組んできた附属学校園の協働探究の歩みと、特に平成 23 年 1 月に実施した第 4 回合同研究会について述べてい
きたい。本稿の柱は、第 1 部では附属学校園の役割や存在意義についての現状と課題、特に文部科学省の附属
学校園に関する考え方や全国の附属学校園の取組み等について明らかにする。第 2 部では福井大学の附属学校





と展開－」『福井大学教育実践研究』第 33 号(福井大学教育地域科学部附属教育実践総合センター紀要) 
② 拙稿（2009）「福井大学教育地域科学部附属学校園の存在意義と協働研究の可能性」『教師教育研究』第 2 号(福井
大学教職大学院研究紀要) 
③ 拙稿（2010）「福井大学教育地域科学部附属学校園の協働研究の歩みと今後の展望―第 3 回合同研究会を軸にして




１ 文部科学省の提起―「附属学校の新たな活用方策等」文書（平成 21 年 3 月） 
































 島根大学教育学部附属学校園では 2010（平成 22）年 11 月に『平成 22 年度 島根大学教育学部附属学校園研
究紀要』（全 214 頁）を発行している。副題は「豊かな『社会生活』を創造する幼小中一貫教育の追究 豊かな
『学び』をつくる子どもの育成～子どもの学びをつむぐ～」である。附属学校部長の小川巌は「はじめに」で、
「山陰で唯一の教員養成学部に特化した平成 16 年度に、『一貫教育に関する実践的教育活動』の課題を掲げその
検討を始めました。平成 18 年度から『幼小中一貫教育を語る会』においてその検討成果を公表し、平成 20 年度
から『幼小中一貫教育研究発表協議会』の開催に至りました。今年度の研究発表協議会は第 3 回目になります。」
と述べている。 





構想に関して、2010 年 5 月から 15 名の学部教員が共同研究者になり、合同職員会議のあとに各研究部会におい
て協議してきた成果が本紀要に表れていると述べている。 

















意欲と態度を伸張する」こと（『平成 21 年度 島根大学教育学部附属学校園研究紀要』平成 21 年 11 月参照）。 










































 村上は、法人化準備の平成 15 年度から法人化となった平成 16 年度－21 年度の歩みをまとめている。この中か
ら、福井大学として学ぶべき点を以下に紹介する。 
① 平成 15 年度には附属学校部が設置され、「島根大学教育学部附属学校部規則」「島根大学教育学部附属学校部運
営協議会規則」が定められたこと。 
② 平成 16 年度には、附属学校部の役職として「附属学校部長」「附属学校主事（附属学校部長及び校園長の補佐）」
が新設され大学教員が担当。組織として「附属学校部運営協議会（人事・予算・設備等の策定）」「附属学校部
経営会議（学校園に関わる研究その他提案の決裁等）」が新設。 




④ 平成 18 年度には、附属学校園合同職員会議が定期的に開催。5 月 25 日 16 時からの第 1 回会議で、全体会と教
科別分科会が持たれた。改革検討 WG( 副学部長・副校長・附属学校主事:18 年度から学校園からも 2 名選出)の
検討文書「附属学校園一貫教育のあり方について」のポイントは以下の通り。 
  ・基本理念・基本目標として、A 幼稚園・小学校・中学校の共同による一貫した教育によって、次代を創造して
いく優れた人材を育成する。B 確かな基礎学力の定着と高度な応用力を育み、自ら学び自ら考える力を育成す
る。C 健康な心身と豊かな人間性を育み、よりよく生きようとする意欲と態度を伸張する。 
   ・11 年間を 3 期に分け、初等部前期（4 歳児・5 歳児・小 1・小 2）、初等部後期（小 3・小 4・小 5）、中等部（小
6・中 1・中 2・）中 3）とした。 






⑤ 平成 19 年度には、合同職員会議を年度当初に定例的に配置し、学校園分掌組織についても一貫教育体制下で実
働できるように統一した（教務部・教育研究部・生徒支援部・教育実習部・総務部）。10 月 27 日は「第 2 回幼
小中一貫教育を語る会」を開催。 
⑥ 平成平成 20 年度には教育研究の本格化と接続期の活動の具体化を進めた。具体的には、少人数教育実現のため
の学級編制等の開始、附属学校を統括する専任校園長制、“子ども支援”コーディネーター等主幹教諭等の導入。
研究主題を 4 年計画で「豊かな『社会生活』を創造する幼小中一貫教育の追究」とし、研究推進の部会を教科
部・研究領域部・教育研究ブロック部と設定した。11 月 21 日に「第 1 回一貫教育研究発表協議会」が開催され、





⑦ 平成 21 年度には、一貫教育体制下の教育活動の継続・充実が図られ、異校種の子どもの様子や教育活動を実際
に体験する教員の体験交流を開始したこと、「学校園だより」を定期的に発行したこと、特別支援教育体制の充
実を図ったこと等に取り組んだ。11 月 20 日には「第 2 回一貫教育研究発表協議会」が開催された。 
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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⑧ 平成 22 年度には、過去 3 年間に本学校園の幼稚園・小学校に在籍しており、それぞれ小学校・中学校に進学し
た児童生徒を対象にアンケート調査を実施したが（9 月）、異校種の交流活動や乗入れ授業についての評価は全










のと考える」（11 頁）と述べている。平成 20 年度から 4 年次計画で研究の年次計画が示されている。研究主題は
「豊かな『社会生活』を創造する幼小中一貫教育の追究」であるが、副題は平成 20 年度（一年次）「子どもの学
びをとらえる」、平成 21 年度（二年次）「子どもの学びをつなぐ」、平成 22 年度（三年次）「子どもの学びをつむ
ぐ」、平成 23 年度（四年次）「子どもの学びをひらく・いかす」と、少しずつ表現を変えている。 

























2010（平成 22）年度附属 4 校園の協働探究の取組みとしては、①必要に応じて開催される管理職会議を中軸にし
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て、②第 1 プロジェクトと第 2 プロジェクトの２つのプロジェクト、及び③第 4 回合同研究会、が中心であった。
まずは、管理職会議について述べていく。 
１ 4 校園の管理職会議 











の再整理、③ 幼-小-中、小-中-高（特別支援）の 12 年間を見通した教育理念・方針の決定、の 3 つである。2010
年度の管理職会議は 8 回開催され、議題としては、概算要求事項、中期目標・中期計画、運営支援経費、非常勤講
師の待遇改善等であった。懸案事項であった附属小・附属中の非常勤講師の待遇改善については、現状よりは一定
の改善が実現したと考えられる。前述した 3 つの課題については現在検討中であるが、特に 12 年間を見通した教育
理念・方針については第 1 プロジェクトの合同研究会の課題とも深く関連している。 
 
２ 2 つのプロジェクト会議と「中期計画」 
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携の強化を図る。」、「地域のモデル校として、教職大学院や教育委員会とも連携しながら、大学教員や公立学校教員
との合同の研究会・交流会等を積極的に実施するとともに、大学主催の学会・研究会や教員免許更新講習等への参
加協力を通じて教員の質の向上に資する教師教育をサポートする。」の 2 つについては、検討課題となっている。」 
今年度の第 1 プロジェクトの開催日は、2010（平成 22）年 8 月 23 日、11 月 2 日、12 月 9 日、2011（平成 23）年
3 月 2 日の 4 回であり、第 2 プロジェクトの開催日は 2010（平成 22）年 8 月 24 日、11 月 1 日、12 月 10 日、2011
（平成 23）年 2 月 23 日の 4 回である。第 1 プロジェクトは 4 校園の研究交流を進めることを課題とし、主に第 4
回合同研究会の準備を行った。第 2 プロジェクトは特別な支援を必要とする子ども達の事例報告とプロジェクトと
しての支援体制について検討した。以下、特に第 4 回合同研究会について詳しく報告する。 
 
３ 第 4 回合同研究会 
今までの 3 回の附属合同研究会の報告書は以下の 3 冊にまとめられている。 
第 1 回合同研究会 2007（平成 19）年 8 月 6 日（月）開催 
＜報告書＞『福井大学教育地域科学部附属学校園の協働をめざしてー合同研究会 
（8 月 6 日）の記録』2007 年 9 月（全 33 頁） 
第 2 回合同研究会 2008（平成 20）年 8 月 12 日（火）開催 
＜報告書＞『福井大学教育地域科学部附属学校園の協働の歩みー第 2 回合同研究 
会の記録―』2009 年 2 月（全 41 頁） 
第 3 回合同研究会 2010（平成 22）年 1 月 9 日（土）開催 
＜報告書＞『福井大学教育地域科学部附属学校園の協働の歩みー第 3 回合同研究会の記録―』2010 年 3 月
（全 50 頁） 
 
  （1）準備段階  
第 1プロジェクト会議が合同研究会の準備を担当したが、11月 2日の第 2回会議で以下の点が確認さ
れた（「第 2回第 1プロジェクト会議記録」より）。 




会では、4 附属の研究概要の報告や、4 附属の 12 年間のつながりやカリキュラム等の提案ができればよいが、今
後の検討課題とした。当日は教職大学院の集中講義とも重なる関係で大学教員の参加人数が限られる点について
は、今後の検討課題とした。 
 合同研究会の直前の 12月 9日の第 3回第 1プロジェクト会議では以下の議論を行った（「第 3回第
1プロジェクト会議記録」より）。 
     全体会については、4 人の研究主任が今の段階で 4 校園の協働研究のあり方や可能性を提案することは困難な
ので、中期目標・中期計画との関連で 3 人の校園長が附属学校園の役割や課題、及び第 1・第 2 プロジェクト会
議の報告を行うこととなった。今後の合同研究会については、1 月下旬から 2 月上旬にプロジェクト会議を開催
し、第 4 回の反省会とともに、今後の方向性について議論することとなった。 
 また、今後の附属学校園の協働研究の可能性についても以下の議論があった。 
    12 月 3 日の附属小研究集会の要項集の中に初めて 6 年間の各教科のカリキュラムを試案として提案されたが、
今後幼稚園ー小学校―中学校の 12 年間カリキュラムを考えていく基礎資料として活用できればという点と、特別
支援学校も小学部ー中学部―高等部の 12 年間一貫教育が課題となっており、4 校園全体の教育理念やカリキュラ
ム等についても、今後第 1 プロジェクトでも検討していきたいという提案があった。 
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以上の議論を踏まえて、平成 23（2011）年 1 月 5 日開催の合同研究会は以下のような分科会構成となった。 
 
  （2）合同研究会の分科会構成 
 










幼稚 小学校 中学校 特別支援 大学 
人との関わり 森 林(幼),岡部(特)  池内,齊藤  岩井,奥谷 森 １A
読みの共有 松友 増田(小),柳原(中)  岩田,皆美 畑,塚田 笈田,一 松友 １B
数と生活 佐分利 安井(小),岩永(特) 佐飛  柴田,大正 仲村,小林,山岸 佐分利 １C
科学 大山 鳥居(小),木下(中) 大﨑   宇野,前田吉 大山 ２A
音楽表現 吉村 水野(小),柳(中) 森阪   竹内 吉村 ２B
体づくり 遠藤 藤木(小),澤崎(中) 斎藤 谷口,中島 川上,幸坂 中村 遠藤 ２C
物づくり 奥野 遠藤(小),奥村(中)   吉田 天方,東出,政井 奥野 １A
Communicatio
n 
篠原 嶋本(小),遠藤(中)   上田 藤田 篠原 １B
食育 松田 尾崎(小),松田(特)   荒井 奥出,前田正,前川 松田 １C




分科会名を第 3 回と第 4 回とを比較すると、第 3 回「国語」が第 4 回では「読みの共有」、第 3 回の「社会」が第
4 回ではなし、第 3 回の「数学」が第 4 回では「数の生活」、第 3 回の「理科」が第 4 回では「科学」、第 3 回の「音
楽」が第 4 回では「音楽表現」、第 3 回の「美術」が第 4 回ではなし、第 3 回の「体育」が第 4 回では「体づくり」、
第 3 回の「ものづくり」が第 4 回では「物づくり」、第 3 回の「食育」が第 4 回でも「食育」、第 3 回の「外国語」
が第 4 回では「Communication 」、第 3 回の「保健」が第 4 回ではなし、第 3 回の「総合」が第 4 回ではなしである。






















































































合同研究会を続けていくことが附属 4 校園の連携につながっていくと思います。 
 
（4）今後への展望 
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